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１                              問題のページへ 
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より, 1)( -+ bJaI が存在する条件は,  

022 ¹+ ba  

すなわち, )0,0(),( ¹ba である。 

(3) (1)より, IJ -=2 , JJ -=3 , IJ =4 から,  

ItJsttIJstsIJtJsttJJstsI 2242322 )1()1( +--++=+++++  

              JststItts )1()( 22 -+++-=  

ここで, JststItts )1()( 22 -+++- に対して, 次式を仮定する。  

02 =+- tts ………①, 01 2 =-+ stst ………② 

このとき, ①より 2tts -= となり, ②に代入すると, 01 2 =+ s となり不成立。 

したがって, )0,0()1,( 22 ¹-++- ststtts となり, (2)から任意の実数 s, tに対

して, 142322 ))1(( -+++++ JtJsttJJstsI はつねに存在する。 

 

［解 説］ 

逆行列についての基本的な問題です。 
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２                              問題のページへ 

(1) 023 =+++ cbxaxx ……(＊)の解の 1つが純虚数 kix = )0( ¹k より,  

02233 =+++ cbkiiakik , 0)()( 32 =+-++- ibkkcak  

a, b, cは実数より,  

02 =+- cak ………①, 03 =+- bkk ………② 

②より, 0¹k から bk =2 となり, ①に代入すると, 0=- cab である。 

(2) 083 =+x より, 0)42)(2( 2 =+-+ xxx  

2-=x , ix 31 ±=  

すると, この 3 つの解が表す点を頂点とする三角形

は右図のようになる。 

また(1)より, (＊)は, 023 =+++ abbxaxx となり,  

0))(( 2 =++ bxax , ibax ±-= ,  

a＞0から, 2-=- a , 
3

2=b  

よって, 2=a , 
3
4=b , 

3
8== abc  

 

［解 説］ 

(2)において, (＊)の純虚数解はすぐにわかってしまいます。解と係数の関係を用い

るまでもありません。 
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３                              問題のページへ 

(1) 駒が左回りに移動する確率は ( )
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11 =-- である。 

さて, 2X が Aであるのは, 駒が A→A→A, A→B→A, または A→C→Aと移動す

る場合より,  
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(2) 最後の 4X のみが Aであるのは, 2X , 3X が Bまたは Cのときである。 

まず, Bにある駒が動かないか, または Cに移動する確率は
4
3

4
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2
1 =+ である。 

また, Cにある駒が動かないか, または Bに移動する確率も同じく
4
3 である。 

これより, 2X が Bのとき, 4X のみが Aである確率は,  
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2X が Cのとき, 4X のみが Aである確率も
256

9 から,  
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(3) (2)と同様に考えて, 2X が Bのとき, nX のみが Aである確率は,  
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2X が Cのとき, nX のみが Aである確率も ( ) 2
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(4) 1+nX が Aとなるのは, nX が Aのときは駒が不動であればよいので, その確率は

2
1 , また nX が Aでないときは, nX が Bであれば右回り, nX が C であれば左回り

に駒が移動すればよく, その確率はいずれも
4
1 なので,  
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［解 説］ 

(4)の設問で, 頭の切換えができるかどうかがポイントです。 
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４                              問題のページへ 
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1=x で極値をもつことより, ( ) 0

2
1 =¢f が必要であり,  
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このとき, 
22

2

)1(
464)(

+
-+-=¢

x
xxxf  

    
22 )1(

)2)(12(2

+

+-
-=

x

xx
 

よって, 
2
1=x で極大となるので, 3=a である。 

(2) 1)2( -=-f , ( ) 4
2
1 =f , 0)(lim)(lim ==
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ff より, )( xy f= の最大値は

( ) 4
2
1 =f ,  最小値は 1)2( -=-f である。 
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また, qtan=x ( )
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pqq
qq

pp

4
33

cos
1

1tan
13

1
3 4

0

4

0 22

1

0 2
==×

+
=

+ òòò dddx
x

 

よって, p
4
32log2 +=I  

 

［解 説］ 

微分と積分の計算問題です。 

x … 2-  … 2
1  … 

)( xf ¢  － 0 ＋ 0 － 

)( xf       
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５                              問題のページへ 

(1) 
2
134)( 3 +-= xxxf より,  

)12)(12(3312)( 2 -+=-=¢ xxxxf  

よって , 極大値
2
3 ( )

2
1-=x , 極小値

2
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1=x となる。 

(2) 公式 qqq cos3cos43cos 3 -= に, 
9

2pq = を代入すると,  
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よって, 
9

2cos p=x は, 方程式 0)( =xf の解である。 

(3) 
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9
2cos == pp＞k より, k は方程式 0)( =xf の最大の

解である。 

ここで, ( ) 0
16
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4
3 ＜-=f なので, 右図より

4
3＞k となる。 

(4) xxx -= cos)(g とおくと , 01sin)( ≦--=¢ xxg から , 

)( xg は単調に減少する。 

ここで, 15.314.3 ＜＜p , また(3)より
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よって, 0)( =xg すなわち xx =cos の解はただ 1 つ存在し, それを a=x とする

とき, 
49

2 pap ＜＜ となる。 

 

［解 説］ 

3 倍角の公式と 3 次方程式を対応させて, 三角関数の値を絞り込む有名な問題です。

ただ, 誘導が親切なので, 過去問の経験がなくても不安は感じないでしょう。 
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